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私
た
ち
の
周
り
に
は
い
ろ
ん
な
人

た
ち
が
い
て
、
共
に
こ
の
世
界
で
生

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
い

ろ
ん
な
色
が
隣
り
合
う
虹
の
よ
う
で

す
。
虹
は
い
ろ
ん
な
色
が
あ
る
か
ら

美
し
い
の
で
あ
っ
て
、
一
色
や
二
色

し
か
な
か
っ
た
ら
、
寂
し
い
で
し
ょ

う
？

、

（

）

虹
は

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

性
的
少
数
者

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
ま

す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン

（
Ｌ
）
や
ゲ
イ
（
Ｇ
）
と
い
っ
た
同

性
に
恋
を
す
る
同
性
愛
者
、
異
性
同

性
ど
ち
ら
に
も
恋
を
す
る
両
性
愛
者

（
Ｂ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

、
自
分

）

が
思
う
性
別
と
体
の
性
別
が
違
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
（
Ｔ
、
性
同
一
性
障
害
を
含

む
）
の
こ
と
で
す
。

二
〇
一
五
年
に
電
通
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

「
自
分
は
Ｌ
Ｇ

、

Ｂ
Ｔ
だ
」
と
答
え
た
人
が
、
七
．
六

パ
ー
セ
ン
ト
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果

に
よ
れ
ば
、
性
的
少
数
者
は
十
三
人

に
一
人
の
割
合
で
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

自
分
の
周
り
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
い

な
い
、
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

実
際
は
近
く
に
い
る
の
で
す
。
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
が
そ
の
こ
と
を
告
白
で
き
な
い

社
会
だ
か
ら
見
え
て
い
な
い
だ
け
な

の
で
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
状
況
を
知
る
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
岡
山
大
学
病
院
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
信
し
た

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
う
ち
、
五

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
殺
を
考
え
た

こ
と
が
あ
り
、
二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

が
自
傷
・
自
殺
未
遂
を
、
二
十
九
パ

ー
セ
ン
ト
が
不
登
校
を
経
験
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
殺
を
考
え
る
時

期
で
最
も
多
い
の
は
、
第
二
次
性
徴

に
よ
る
身
体
の
変
化
、
自
分
が
思
う

生
徒
は
反
対
の
制
服
、
恋
愛
と
い
っ

た
問
題
が
重
な
る
中
学
時
代
で
、
二

番
目
に
多
い
の
は
社
会
に
出
る
前
後

で
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
も
自
分
ら
し

く
活
き
活
き
と
成
長
し
、
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
学
校

で
、
職
場
で
、
地
域
で
何
を
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
？

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？
多
様
性。

に
満
ち
た
虹
の
よ
う
な
こ
の
世
界
で
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 「部落差別の解消の推進に関する法律 

（部落差別解消推進法）」が、昨年１２月 

９日に参議院本会議で可決され、１２月 

１４日に施行されました。「部落差別」の 

言葉を冠した初めての法律で、国や自治 

体の責務として相談体制の充実や教育・ 

啓発・実態調査の実施を明記しています。 

 隣保館も部落差別解消に向け、尚一層 

の取り組みを進めていきます。 

 

↑隣保館のマークです 



NO.306                            宇佐市隣保館だより         ２０１７年１月２５日(１) 

 

 

 
                        

                         

                        

 2016年度宇佐市隣保館人権講演会を下記の日程で開催します。講師は、山口県在住の川口泰司さんです。

川口さんは「山口県人権啓発センター」の事務局長をされており、自らの体験を交え、部落差別解消への

熱い思いを語ってくれます。お忙しいこととは思いますが、たくさんのご参加をお願いします。 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

                   

 

（山口県人権啓発センター事務局長）            

講師プロフィール 

１９７８年 愛媛県宇和島市に生まれる。大学卒業後、部落解放・人権研究所に勤める。その後、山口

県人権啓発センターの事務局長となる。著書に、「ハートで挑戦！」（解放出版社）がある。             

 

                            

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 ２月の休日開館 

第２日曜日  ２月 12日 10:00～12:00    第４日曜日  ２月 26日 10:00～12:00  

       隣保館休日サロン       ヒューライツ・シネマ                

・悩み事の相談等々                       上映映画「あの空のむこうに」           

                        上映時間 第１回 １０：００～ 

                             第２回 １１：００～ 

１０：００～ 親子でフラ            上映場所 隣保館・集会室(２階)      

１１：００～ 一般                       ※入場無料                

著書名「ドキュメント 水平をもとめて」 

皮革の仕事と被差別部落 

        

（著者）鎌田 慧 

（発行）解放出版社 

  「白鞣革(しろなめしかわ)」で知ら

れる姫路で働く人々の話を歴史

とつなげる長期ルポ。他に、全

国各地の部落の人々の仕事や

解放運動の取材も収載。 

        

 

    開催時間   開催場所 

宇佐地区 13:30～16:00  宇佐市隣保館 

安心院地区 9:00～12:00  総合保健福祉センター 

院内地区 13:30～16:00  院内支所農林研修室 

             

※人権擁護委員が、皆さんの悩みごとをお聞きし

ます。お気軽にお越しください。 

↑講師の川口泰司さん 


